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論文内容の要旨
学位請求論文は全5章， 227ぺージからなる英文論文であり，本論は全3望書，その外に序章と終章が付さ
れている。本論文は，問題意識を述べた序章と本論部分の3つの車，そして終章から構成されている。
まず序章では，中米貿易関係のード安I~l越とその解明の意義について述べている。中国は世界最大の発展
途上国で，アメリカは世界最大の先進国である。したがって，米中貿易関係および貿易摩擦問題の歴史と
現状を分析し今後の政策対応を展望することは，両国のみならず世界経済にとって重要な怠義がある研
究だとする。
中米貿易摩擦におけるギー安な争点は，第1に，香港を経由する中米聞の加T貿易と中継貿易に関する統
計が両国間で食い違うこと，第2に，中国の市場閉鎖性，そして第3に，アメリカの対中論政策である。
第 1章「中米閉経済関係の歴史的展開」は，米中経済関係の歴史的アプローチであり， これによって現
代の両国の経済関係の位相を明らかにする。
第2章「中米貿易摩擦の分析」は，論文の中枢となる章であり，アメリカの貿易統計では日本に次ぐ貿
易赤字相手国となっている中国との貿易不均衡および‘米中貿易摩擦について， いくつかの側面から実証的
な分析を行なっている。第 1節は，米中間の貿易不均衡をトレースするとともに，両国の貿易統計の数値
には大きな相違があることを明らかにするのそして.この貿易統計ギャップの背景には，香港を仲介者と
する米中間の加工品貿易と巾継貿易があることを解明する。
第2節では，中米貿易摩擦において指摘される中国の市場開放の現状と問題点について検討している。
第3節は，中米間貿易について，貿易問のモデル分析を援用しながら実証研究を試みている。ここで，次
の2点に留意している。第1に，米中貿易は大国間貿易であるとともに，発展途上国と先進凶との貿易の
典引でもある。第2に.輸出加_[区の役割についてであるo第4節は中米貿易摩擦のケーススタディであ
り，繊維貿易と的所有権問題を取り上げているc
第3章「アメリカの対中通商政演Jti，アメリカの対中;通商政策の分析と評価を行なっている。第 1節
では，アメリカ議会で問題となってきた対中最恵国待遇供与やアメリカ政府のハイテク製品の対中輸出規
制にみられるアメリカの対中貿易政策の「政治性」を扱っている。第2節では，中米経済関係をめぐる 3
つの煮要な争点である，台湾問題，中国のWTO加盟，対中最恵国待遇の問題.を検討している。
結章「中米貿易関係の評価と展望」では.米巾貿易関係の長期的かっ安定的な発展に向けての課題を提
起する。すなわち第1は，中国の改革開放政第の続行による市場経済体制の実現，国際貿易体制への参加
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である。第2に，アメリカが対中貿易の政治的障壁と輸出規制|を取り除いて，中国のWTOJJ日盟と対中最恵
国待遇で積極的な態度をとることである。第3は，パートナーシップの確立により，両国間の共同利疏を
追求しつつ，従来の対抗と制裁を対話と協力関係に切り替えてゆくことである。第4に，台湾問題は内政
問題であり，中華人民共和国が唯一の正当な政府と認める両国の合意をもとに台湾問題を適切に処理する
ことである，とする。
論文審査の結果の要旨
本論は，アメリカと中凶の貿易摩擦を考察したものである。両国の現代世界経済に市める地位からして，
両同聞の貿易摩擦の帰趨は，国際通商体制にも多大な影響を及ぼすだけに，本研究テーマはきわめて重要
である。
木論の優れた諸特徴は.以下の諸点にある。
第1に，米中貿易を直接的な 2同閣の関係ではなく，中間の対米輸出の70%が香港を経由する貿易であ
るという特殊性に着目して，中国，香港，台湾の中華経済圏，そしてアメリカをめぐる対外直接投資と貿
易関係のなかで分析した。
第2に，吾港の中継貿易地としての役割jを分析することにより，米中貿易統計ギャップの原因を明らか
にした。
第3に，外資導入による輸出振興を国指した輸出加工区の役割について独自な分析を行なっている。デー
タ分析によって中同の加i貿易および斡出加_[灰の積極的な意義を論じているが，小同の途上国と大国の
中国の基本的な違いに留意することによって，輸出加工区の過大評価に陥っていない。
第4に，中米貿易摩擦では，伝統的で中国側が黒字である繊維・アバレル貿易と，中国側が赤字である
知的所有権に関わる権貿易財を対照的に取り上げ〉アメリカの対中貿易政策の特質を導出した。
第5に， ー連の研究を，中国とアメリカ両凶の一次資料とデータの分析に基づいて行なった点で、ある。
上のような優れた諸点があるが.以下のように鬼服すべき謀題も蟻っている。第 1に， H;本における当
該分野の優れた研究を十分に汲み尽くしていなL、。第2に，貿易論のモデル分析を米中貿易問題に適用し
ているが，不完全な適用である。第3に，技術移転やサボーティング・インダストリーの実態調斉を進め
たうえでの政策提起にすべきであるo
このような問題を含んでいるが，木論文は.米中貿易関係を，その歴史的な展開，貿易構造，貿易不均
衡の諸要因，貿易摩擦に対する米巾両国政府の対応策など，様々な側曲ーから論じたものであり，米中貿易
関係に関する包括的な研究として，貴重な学問的な員ー献であると評価できる。
以上の理由により本論分は課程博士授与に相すると判断するものである。
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